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失われた集落 
青島旧都心における里院エリアと風景の再構築 
 
THE LOST COURTYARD 
QINGDAO TRANSFORMATION OF THE OLD SITY 
 
王 毅 
Ki  OU  
主査 渡辺真理   副査 高村雅彦 下吹越武人  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
With urban development, various problems including a change of the population and the hollowing out of 
the town happen now. In the area of this plan, the scenery of the town is lost steadily by the change of the 
downtown area. The history and scenery realize a rich town again and set a sightseeing route and choose four 
bases and plan a method and the suggestion to make use of the town.  
Key Words : QingDao, choose four bases, the old sity  
 
 
１． はじめに 
 
現在、都市開発に伴って、人口の推移や町の空洞化な
ど様々な問題が起こっている。本計画の地域は、都心の
推移により町の風景がどんどん失われている。歴史と風
景が豊かな町を再認識、町の回遊性を作り、観光ルート
を設定し、四つの拠点を選び、町の活かす方法と提案を
計画する。 
 
２．設計の背景 
 
中国でいろんな伝統家屋形式があり、北京の四合院や、
福建の土楼など皆が知られている。青島の里院はその伝
統的な居住形式の一つとして残られている。1897 年青島
がドイツの植民地となり、中国伝統的な形式とヨーロッ
パ風と溶け合わせた形式がその町に生まれた。そのよう
な町で観光ルートを踏まえた四つの計画を行われていく。 
 
３.伝統家屋形式 
 
① 四合院 
 
 
中国の伝統的家屋建築である。北京市街ではその多く
が街路に面し、昔ながらの風景をしのばせる建築群とし
て残っている。 
 四合院は、また四合房と呼ばれている。多くの単体
建物が組み合わせた建築である。規模は大小様々だが、
民家では 1～2つの中庭があり、13個ぐらいの部屋がある。
富裕層や王族の住居では、3～5 つの中庭が入り、部屋が
20～40個がある。 
 
②福建土楼 
 
 
  
 昔ながらの自衛式の居住タイプで、動乱の中で一族の
ものを守るため城のような土で建てた家である。 
円形、四角形、楕円など様々な形があり、8000 棟が建
てられていた。直径 17～82ｍ、最大の規模では、500 ぐ
らいの部屋を持ち、80世帯、600人が住んでいた。 
 昔のコミュニティのような土楼では、中心から祭壇が
あり、厨房、寝室、井戸、共有の階段とトイレ、窓は 3
階から 5 階だけに開けられる。そのため低階層の部屋は
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家族の倉庫として使われ、上階層が居室として使われた。
家畜を飼うこともできるため、籠城も可能で、自給自足
の社会となったようだ。 
 
③里院 
 
 
 
場所： 青島において新都心の西側にある旧都心 
特徴： ①かつて鉄道が通ることで旧都心となっ    
た 
②老齢化市街区 
③ヨーロッパ風の町並み、建物群が残ってい
る 
④観光名地 
⑤商業地域 
 
1900 年からドイツが青島を 2 回計画され、そのときに
里院が形成した。その時期から現れた居住タイプ： 
①西洋風の別荘 ②里院 ③平院 ④スラム 
 
仕上げ： 
ヨーロッパ建築の影響を受けた赤瓦を屋根とする。 
構造： 
屋根に西洋風のドーマーをけつる。煉瓦と木造で、木
造の廊下式の建築物である西洋風の石造りの基礎から建
ち上がる。 
 
４.歴史を持つ大通り 
  
 
 
中山路大通りの長さが 1500ｍであり、20本以上の街道
と繋がり。中山路は青島にある唯一の 100 年の歴史を持
っている商業通りである。 
中山路は 1897年に、ドイツがその大通りをめぐってさ
まざまな開発をしていた。大通りが二段を分けていて、
北端は昔の華人区と繋がっている。道がどんどん狭くな
り、里院集落、伝統的な料理店が多くその北端に集中し
ている。南端は昔の欧人区と繋がり、幅広いの通りで海
岸線まで延びている。洋風の商業施設、大聖堂が中山路
の南端に建てられている。 
 
５.大通り南北のコントラスト 
 
 
      北側                  南側 
 
エリアの北側にある里院集落は、周り飲食街や特産が
あふれるですが決して人が立ち入りに行く様な場所で 
はないと感じています南側の商店街とのコントラストが
見える。 
南側の商業通りである中山路は 100 本以上の街路とつ
ながり、繁華街として栄え、青島の命脈とも言えます。 
その大通りをめぐって、全体の回遊性を作ろうと思う。 
 
６.町の回遊性と計画 
 
 里院エリア、商業エリア、別荘エリア、三つのエリア
を繋がる２ｋｍの観光ルートを設定する。そして、観光
ルートは市場、里院飲食街など各通りを経由しる。観光
ルートに沿って各名所を観光することができる。観光ル
ートを設定した上で、公園、別荘エリア、里院エリア、
商店街、四つのエリアの中で四つの拠点を選び、インフ
ォメーションセンター、宿泊施設、アーカイブズ、パブ
リック空間を計画した。 
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